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アンケートの結果について（ご報告） 

 

 

 謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当工業会の運営に格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、本年９月に実施しました「景気動向等調査アンケート」の集計が、別紙のと

おりまとまりましたのでご報告します。 

皆様方には、本アンケートにご協力いただき有難うございました。 

また、今回いただきました貴重なるご提案につきましては、今後の事業に活かして

参りたいと存じます。 

なあ、「魅力ある西工業会づくり」のため、これからもアンケートを適宜実施し、

会員のご意見やご要望を参考にした新しい事業を推進する予定ですので、皆様方のご

理解ご協力を賜りますようお願いいたします。 

終わりにあたりまして、御社の今後ますますのご発展を心かお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



景気動向等調査アンケートの結果（概要）  

 
＜回答数＞  ８３社 

  （主たる回答－平成 22年 6－8月実績・平成 22年 9－11 月予測） 

 

１貴社の経営動向について 

 ・売上(生産額)について 

  増加 31％減少 55％が増加 20％減少 53％と予測している。 

 ・販売(受注)単価について 

  不変 35％低下 51％が不変 47％低下 43％と予測している。 

・労働力について 

  過剰 21％適正 63％が過剰 19％適正 65％と予測している。 

・残業時間について 

  不変 50％減少 34％が不変 51％減少 35％と予測している。 

・製商品在庫について 

  不変 55％減少 27％が不変 65％減少 20％と予測している。 

・設備投資について 

  不変 67％減少 24％が不変 68％減少 23％と予測している。 

・採算状況について 

  不変 30％悪化 53％が不変 36％悪化 49％と予測している。 

・借入金(割引手形含む)について 

  不変 60％減少 20％が不変 65％減少 17％と予測している。 

・資金繰りについて 

  不変 71％悪化 18％が不変 68％悪化 25％と予測している。 

・総合景気況感について 

  不変 36％悪化 54％が不変 30％悪化 58％と予測している。 

 

２貴社の経営上の問題点 

・販売価格に転嫁する 18％ ・諸経費（固定費）を 節減し対応 18％ ・現在の処

対策を講じていない 12％ 

・その他 

 ・社員の能力不足が若年層に見られる、社内教育の必要性 

・陣容の整備、能力人材の確保 

・短期的対応による受注増見込み、受注減抑制、少ロット対応 

・売上が増加する見通しがないため我慢するしかない 

 

 

 



３最近では原油・原材料の高騰による仕入れコストの上昇が課題となっておりますが、

貴社ではどの程度影響を受けていますか。 

・かなり影響を受けている 20％・多少影響を受けている 57％・ほとんど影響ない

19％ 

・その他 

 ・材料費の値上げ、経費の上昇 

 

４質問３の事項に対して、貴社におかれましてはどのような対策を講じられています

か。 

 ・売上（受注）不振 25％・収益低下 34％・過当競争 14％・資金繰り 8％ 

 ・その他 

  ・増収増益ですが粗利率少し減少 

  ・特化技術保有会社とのバランス 

 ・営業促進 

・新規開拓 

・人件費削減しないですめばよいが 

 

５大阪西労働基準協会主催の講習会について過去にご参加いただいた講習会 

 ・玉掛け技能講習会        ２２社 

 ・クレーン運転業務特別教育講習  １６社 

・安全衛生管理講習会       １４社 

・安全衛生推進者養成講習会    １３社 

 ・フォークリフト運転技能講習会  １１社 

必要とされる講習会の希望 

①研修会 

・法律知識の向上（総務、人事、職場環境） 

②労働安全衛生法技術講習会 

 ・高所対策作業・ガス取り扱い作業・プレス機械取り扱い作業 

 

６その他のご意見があればご記入ください。 

・受講料（高い、1.000～2,000 円） 

・大阪市外の会員は地元で受講している。 

・パソコン講習をして欲しい。 

 

 

※アンケート結果の詳細は、別紙（詳細結果）をご覧下さい。 


